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 （続紙 ２ ）                          
 
（論文審査の結果の要旨） 
 
 本論文は、マーケティング研究としてこれまで軽視されてきた研究対象であるBto
Bマーケティングについての本格的な研究である。生産財、産業財と呼ばれる、企業
や団体を顧客とする製品・サービスのマーケティングであるBtoBマーケティング
は、これまで営業が主体であること、業界ごとに法律や取引慣行などが特殊である
ことなどから、一部の研究を除き、研究が推進されてきていなかった。そのような
状況のもとで、申請者は自らの企業・団体に対するコンサルティング業務の経験を
通じて、BtoBマーケティングについての豊富な現場の知識を有しており、それらを
いかにマーケティングの理論的体系にまとめるかということに取り組んだのが本論
文である。 
 同時に、このようにマーケティングの理論的体系にまとめていくということに取
り組もうとするのであれば、申請者自身が考えるマーケティングの理論的認識とい
うことが問われるものとなり、本論文は、まず、マーケティングの歴史的成り立ち
や定義、マーケティング・コンセプトの起源、マーケティングの本質的なジレンマ
という歴史的理論的研究もすすめている。 
 本論文は、このようにマーケティングの歴史的理論的研究、ならびに、BtoBマー
ケティングの研究モデルの提示とそれにもとづく半導体産業シリコンウェーハ製造
業２社の事例研究である。 
 本論文の第１の意義は、マーケティングとは何かという認識において歴史的にマ
ーケティング・コンセプトの起源やそれが成立する社会経済環境について探究した
点である。顧客志向、利益志向、組織的統合に集約されるマーケティング・コンセ
プトは１９５０年代以降に普及した概念であるが、それはすでに２０世紀初頭のマ
ーケティング認識において見いだすことができる点、ならびに、アメリカの１９世
紀後半から２０世紀初頭にマーケティングが展開された社会経済環境として、マス
・マーケットが成立する需要側および供給側の条件を示した点が本論文の特徴であ
る。 
 本論文の第２の意義は、BtoBマーケティングを分析する分析枠組みを開発し、提
示した点である。この分析枠組み（操作モデル）は、経営組織におけるマーケティ
ング・コンセプト（理念）とその普及・徹底のプロセスに注目していること、いわ
ゆる４ＰのみならずBtoB企業の製品開発次元のアウトプットに注目していること、
が特徴である。 
 本論文の第３の意義は、上記の分析枠組みにもとづいてシリコンウェーハ製造業
２社のBtoBマーケティングの詳細なヒアリング結果をまとめなおして、その全体像
を明らかにした点である。シリコンウェーハ製造業は、顧客企業が大手寡占であ
り、半導体産業の中での日本企業の競争力が落ちている中で、持続的に競争優位を
確立している分野であり、どのようにしてそのような市場成果をもたらすBtoBマー
ケティングを展開しているのか、その組織内のプロセス、取り組みが明らかにされ
ている。 
 しかしながら、本論文には課題も残されている。論文申請者自身が指摘するよう
に、BtoBマーケティングの分析枠組みについて重要視されるべきネットワークの視
点や事業多角化の視点が弱いこと、シリコンウェーハ製造業をめぐっても市場環境
の変化がすすんでおり、さらなる研究の進展が求められること、等、今後の分析を
待たなければならない点がいくつかある。 
 もっとも、これら残された課題が本論文の本質的な価値を低下させるものではな
 い。論文申請者が本論文を土台としながら、今後とも追加の研究を行うことによっ
て、BtoBマーケティングに関する知見を豊かにしていけるだろうと期待できる。 
 よって、本論文は博士（経済学）の学位論文としての価値があるものと認める。 
 なお、平成２９年1月２６日に論文内容とそれに関連した口頭試問を行った結果、
合格と認めた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
